
令和7年　　第 22 週 ～

◇◇定点把握の対象となる５類感染症　発生状況◇◇　　（定点当たり患者数）

第 22 週

20 週 21 週 22 週 開始 終息

3.00 1.20 3.00 0.44 1.12 3.00 30 10 10

0.20 0.80 0.80 0.84 0.73 0.80

37.20 36.80 33.80 58.63 66.00 33.80

ＲＳウイルス感染症 0.00 0.67 0.33 0.26 0.13 0.33

咽頭結膜熱 0.33 0.00 0.00 0.66 0.58 0.00 3 1

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 18.67 警報 14.33 警報 13.00 警報 2.91 2.00 13.00 警報 8 4

感染性胃腸炎 2.33  0.67 0.33 6.51 5.06 0.33 20 12

水痘 0.67 0.67 0.33 0.59 0.74 0.33 2 1 1

手足口病 0.00 0.00 0.00 0.16 0.06 0.00 5 2

伝染性紅斑（リンゴ病） 0.00 0.00 0.00 1.87 警報 0.42 0.00 2 1

突発性発しん 0.00 0.00 0.00 0.38 0.45 0.00

ヘルパンギーナ 0.00 0.00 0.00 0.12 1.00 0.00 6 2

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）
0.00 0.00 0.00 0.09 0.03 0.00 6 2 3

急性出血性結膜炎 4.00 警報 6.00 警報 5.00 警報 0.04 0.63 5.00 警報 1 0.1

流行性角結膜炎 9.00 警報 9.00 警報 12.00 警報 0.75 2.75 12.00 警報 8 4

細菌性髄膜炎 0.00 1.00 0.00 0.02 0.08 0.00

無菌性髄膜炎 0.00 0.00 0.00 0.04 0.17 0.00

マイコプラズマ肺炎 0.00 0.00 0.00 0.36 0.33 0.00

クラミジア肺炎

（オウム病は除く）
0.00 0.00 0.00 0.01 0.08 0.00

感染性胃腸炎
（ロタウイルスであるものに限る）

0.00 0.00 0.00 0.14 0.33 0.00

◇◇全数把握対象感染症　発生状況◇◇ ※報告日掲載　（県作成速報：診断日掲載）

一類感染症

二類感染症

三類感染症

四類感染症

◇◇トピックス・季節情報◇◇

報告なし

百日咳 患者6名（10歳未満・男性2名、10代・男性3名、10代・女性1名）

報告なし

報告なし

★百日咳の報告が多くなっています。
　百日咳は、主に百日咳菌の感染によっておこるけいれん性の咳発作を特徴とする気道感染症です。潜伏期は通常５
～１０日で、かぜ様症状で始まり、次第に咳の回数が増え程度も激しくなります。夜間の咳発作が多いことも特徴
で、回復までに２～3か月かかることもあります。また、乳児では、肺炎、脳症を合併し、重症化することもありま
す。感染経路は飛沫感染ですので、咳エチケット、手洗い、手指消毒で予防に努めましょう。

★A群溶血性レンサ球菌咽頭炎に注意しましょう。
　管内では1年を通して警報レベルにあります。本疾患の好発年齢は5歳から15歳で、鼻汁、唾液中のA群溶血性レ
ンサ球菌を含む飛沫などによってヒトからヒトへ感染します。また、食品を介しての経口感染もあります。潜伏期間
は約1日から4日で、突然の発熱（高熱）、咽頭痛、全身倦怠感、時に皮疹もあります。症状がある場合は、早めに
医療機関を受診するとともに、手洗いを励行し、感染防止に努めましょう。

五類感染症 【第22週】
バンコマイシン耐性腸球菌感染症　患者1名（70代・男性）

インフルエンザ定点

小

児

科

定

点

報告なし

基

幹

定

点
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科

定

点
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